
主　な　内　容

　難台山のふもとの中戸地区には、ラベン
ダーが咲く場所があります。
　また、周辺や吉生地区ではブルーベリー
の栽培が行われており、6 月下旬から 8 月
中旬まで、濃い青紫に色づいたブルーベリー
狩りを楽しむことができます。

●問い合わせ　八郷総合支所　商工観光課
　　　　　　　☎ 43-1111（内 1212）

　 市 の 人 口 と 世 帯　　81,891 人 ( 前 月 比 ▲ 40)  男 40,601 人　 女 41,290 人　28,795 世 帯 6 月 1 日 現 在

ブルーベリーと
ラベンダーのある風景

● 市の施設の指定管理者を募集　　　　 P5

● 生涯学習だより　　　　　　　  P2

● 夏休み
　 親子教室・ふれあい講座・体験教室　　　 P8

● 春の叙勲・褒章　　　　　　　　　　　 P4

● 長寿医療制度被保険者の方へ　　　　　　　　 P6

（中戸地区）

提供：石岡市まちづくりアカデミーⅢ
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「
恋
瀬
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
」
が
ス
タ
ー
ト

　

昨
年
度
、
市
で
は
吉
生
小
学
校
で

放
課
後
子
ど
も
教
室
（
吉
生
キ
ッ
ズ

ク
ラ
ブ
）
を
実
施
し
ま
し
た
。
本
年

度
は
、
新
た
に
恋
瀬
小
学
校
で
も
放

課
後
子
ど
も
教
室
（
恋
瀬
キ
ッ
ズ
ク

ラ
ブ
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

小
河

原
和
子
さ
ん
）
を
実
施
し
ま
す
。

　

恋
瀬
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
は
、
一
年
生

か
ら
六
年
生
ま
で
の
40
人
の
児
童
が

参
加
し
、
月
曜
日
と
水
曜
日
の
午
後

５
時
ま
で
の
放
課
後
を
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
や
指
導
員
の
先
生
、
保
護

者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支
援
の
も
と
、

キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
で
勉
強
し
た
り
、
運

動
場
や
体
育
館
で
遊
ん
だ
り
と
楽
し

く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト
や
か
き
氷
な
ど
様
々
な
活
動
を

取
り
入
れ
る
予
定
で
す
。

　

安
全
で
健
や
か
な
活
動
ス
ペ
ー
ス　

放
課
後
子
ど
も
教
室

　

４
月
14
日
、
吉
生
キ
ッ
ズ
ク

ラ
ブ
も
二
年
目
の
活
動
を
開
始

し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
、
地
域
の
方
々
の

協
力
で
茶
道
、キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
、

手
品
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
、
ネ

イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
な
ど
様
々
な

活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
５
月
19
日
に

イ
ー
ス
ト
ジ
ャ
パ
ン
・
パ
ラ
グ

ラ
イ
ダ
ー
ス
ク
ー
ル
（
森
山
拡

校
長
）
の
協
力
で
パ
ラ
グ
ラ
イ

ダ
ー
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

吉
生
小
学
校
の
二
年
目
も
楽

し
い
活
動
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」
は
、
す
べ
て
の
子
ど
も
を
対
象
に

安
全
・
安
心
な
子
ど
も
の
居
場
所
を
設
け
、
地
域
の
方
々
の
協

力
を
得
て
、
子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
勉
強
や
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

活
動
・
地
域
住
民
と
の
交
流
活
動
な
ど
を
推
進
す
る
事
業
で
す
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

　

放
課
後
子
ど
も
教
室
と
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
と
の
連
携
に
つ

い
て
の
調
整
や
、
保
護
者
等
へ

の
参
加
の
呼
び
か
け
、
学
校
や

関
係
機
関
・
団
体
等
と
の
連
絡

調
整
、地
域
の
協
力
者
の
確
保
・

登
録
・
配
置
、
活
動
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
企
画
な
ど
を
行
い
ま
す
。

生涯学習だよりNo.7
生涯学習推進会議

「
吉
生
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
」

　
　

二
年
目
ス
タ
ー
ト

指導員の先生　折り紙教えて

先生　運動場で遊ぼう

体育館でボール当て　楽しいな

宿題もしっかり終わらせます

パラグライダー体験

放
課
後
子
ど
も
教
室

放
課
後
子
ど
も
教
室

広報いしおか　№６６　２



■ 

募
集
内
容

オ
ア
シ
ス
に
関
す
る
小
さ
な
親
切
運

動
等
を
含
め
た
体
験
事
例
・
意
見
・

提
言
の
「
作
文
」・「
標
語
」

　

オ　

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す

　

ア　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

シ　

し
つ
れ
い
し
ま
す

　

ス　

す
み
ま
せ
ん

■ 

応
募
方
法

① 

作
文

４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙
（
縦
書
き
）

３
枚
以
内

生涯学習だよりNo.7
生涯学習推進会議

平
成
20
年
度　
「
オ
ア
シ
ス
運
動
」

　

地
域
の
誰
も
が
声
を
掛
け
合
い
、
よ
り
明
る
く

和
や
か
な
潤
い
の
あ
る
家
庭
や
地
域
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
、
市
で
は
「
オ
ア
シ
ス
運
動
」
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
も
こ
の
運
動
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
く

た
め
、
実
践
事
例
の
「
作
文
」・「
標
語
」
を
募
集

し
ま
す
。

② 

標
語

様
式
自
由
（
は
が
き
可
）

③ 

作
品
に
住
所･

氏
名
（
ふ
り
が

な
）・
年
齢･

電
話
番
号
を
記
入

④ 

持
参
ま
た
は
、
郵
送
・
フ
ァ
ッ

ク
ス
・
電
子
メ
ー
ル

※ 

児
童･

生
徒
は
学
校
へ
提
出

■ 

応
募
対
象
者

市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
、
在
学
す

る
方

■ 

応
募
先

教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課　

〒
３
１
５-

０
１
９
５　

石
岡
市
柿
岡
５
６
８
０-

１

☎ 

４
３
・
１
１
１
１
（
内
１
２
４
２
）

ＦＡＸ 

４
３
・
１
１
１
７

電
子
メ
ー
ル

shougai@
city.ishioka.lg.jp

■ 

締
切
日

９
月
25
日
（
木
）
必
着

■ 
作
品
の
表
彰

平
成
21
年
２
月
に
表
彰
し
ま
す
。

入
賞
者
に
は
賞
状
と
記
念
品
を
贈
り

ま
す
。

■ 

そ
の
他　
　
　
　
　
　
　
　
　

①  

応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

② 

入
賞
作
品
は
市
に
帰
属
し
、
加

除
訂
正
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
了
承
願
い
ま
す
。

③ 

入
賞
作
品
は
、
市
広
報
紙･

市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
掲
載
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

「
作
文
」・「
標
語
」
を
募
集
し
ま
す

　
「
何
か
は
じ
め
て
み
よ
う
か

な
？
」
と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

　

こ
ん
な
こ
と
を
学
ん
で
み
た
い

と
思
っ
た
と
き
に
「
市
民
講
師
」

が
お
手
伝
い
し
ま
す
。

　

た
と
え
ば
健
康
づ
く
り
の
た
め

の
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
、
趣
味
の
絵
画
や
料
理
、
盆
栽
、

教
養
と
し
て
の
郷
土
史
の
研
究
な

ど
、
96
人
が
「
市
民
講
師
」
と
し

て
登
録
し
て
い
ま
す
。

登
録
ジ
ャ
ン
ル

○ 

絵
画
・
書
道
・
茶
道
・
華
道
・

　

 

写
真
・
彫
塑
・
音
楽

○ 

伝
統
芸
能
・
舞
踊
・
ダ
ン
ス

○ 

生
涯
学
習
・
外
国
語
・
文
学
・

　

 

文
芸
・
郷
土
史

○ 

園
芸
・
工
芸
・
手
芸
・
娯
楽
・

　

 

自
然
観
賞
・
趣
味
全
般

○ 

料
理
・
着
付
・
食
品
衛
生
・

　

 

家
庭
生
活
一
般

○ 

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ジ
ャ
ー
ス
ポ
ー

　
 

ツ
・
健
康
法
・
栄
養
の
知
識

な
ど
、
90
の
ジ
ャ
ン
ル
で
市
民
講

師
が
登
録
し
て
い
ま
す
。

市
民
講
師
を
利
用
し
ま
せ
ん
か
？

あ
な
た
の
学
び
応
援
し
ま
す 　

新
た
に
「
市
民
講
師
」
と
し
て

登
録
を
希
望
す
る
方
も
随
時
募
集

し
て
い
ま
す
。

市
民
講
師
の
活
用
の
仕
方

❶ 

５
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
で
学

　

 

習
内
容
、
学
習
場
所
を
決
め 

　

 

ま
す
。

❷ 

市
民
講
師
と
直
接
日
程
等
の

　

 

交
渉
を
し
ま
す
。

❸ 

講
座
の
実
施

　

市
民
講
師
の
利
用
案
内
（
講
師

登
録
名
簿
）
は
、
生
涯
学
習
課
・

各
公
民
館
に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課

☎
４
３・１
１
１
１
（
内 

１
２
４
２
）

３　広報いしおか　№６６



広報いしおか　№６６　４

瑞宝双光章
山下　裕久

（元  航空自衛隊航空総隊司令
部総務部人事課教育訓練班長）

旭日小授章
吉田　寛

（元 石岡市議会議員）

瑞宝小授章
鈴木　豊正

（元 茨城県警察本部刑事部長）

旭日単光章
萩原　久

（元 八郷町農業協同組合代表理事組合長）

春
の
叙
勲

瑞宝単光章（防衛）
長谷川　正仁
（元 ３等空尉）

瑞宝単光章（防衛）
小糸　一郎

（元 ３等空尉）

瑞宝双光章（防衛）
武澤　俊

（元 ２等空尉）

瑞宝双光章（警察）
海老原　和三

（元 警視正）

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

瑞宝双光章
谷島　博久

（元 八郷町消防団団長）

瑞宝単光章
植竹　公

（元 各種統計調査員）

瑞宝単光章
石原　幸枝

（現 工業統計調査員）

春の叙勲・褒章
　平成 20 年春の叙勲、危険業務従事者叙勲、
褒章で、石岡市から次の方々が永年の功績によ
り、晴れの栄誉に輝きました。

藍綬褒章
小野　敬子
（現 保護司）

褒
章《叙勲・褒章》

● 旭日章（きょくじつしょう）
　　国家または公共に対し功労のあった方で、功績の内容に着目し、顕著な功績を
　挙げた方に授与されます。
● 瑞宝章（ずいほうしょう）
　　国家または公共に対し功労のあった方で、公務等に長年にわたり従事し、成績
　を挙げた方に授与されます。
● 危険業務従事者叙勲
　　警察官、自衛官など著しく危険性の高い業務に精励した方に対する叙勲です。
● 藍綬褒章（らんじゅほうしょう）
　　公衆の利益を興した方または公同の事務に尽力した方に授与されます。



不 動 産   1 件
預 金 10件

売 掛 金   1 件

 合 計 12 件

 本年度累計 63件

 ５月の差押件数

　

税
源
移
譲
に
よ
り
、
多
く
の
方
は

所
得
税
が
減
少
し
、
住
民
税
が
増
え

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
平
成
18
年

分
の
所
得
税
は
課
税
さ
れ
て
い
た
も

の
の
、
19
年
中
の
所
得
が
退
職
な
ど

に
よ
り
減
少
し
、
19
年
分
の
所
得
税

が
課
税
さ
れ
な
く
な
る
方
は
、
所
得

税
率
の
変
更
に
よ
る
税
負
担
の
軽
減

が
受
け
ら
れ
ず
、
住
民
税
率
の
変
更

に
よ
る
税
負
担
の
増
加
の
影
響
の
み

を
受
け
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
た
方
に

は
、
す
で
に
納
付
済
で
あ
る
19
年
度

の
住
民
税
額
か
ら
、
税
源
移
譲
に
よ

り
増
額
と
な
っ
た
住
民
税
相
当
額
を

返
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

◎
対
象
に
な
る
方

　

次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
方

が
対
象
に
な
り
ま
す
。

・
平
成
19
年
度
住
民
税
の
課
税
所
得

金
額(

申
告
分
離
課
税
分
を
除
く)

が
、
所
得
税
と
の
人
的
控
除
額
の
差

の
合
計
額
よ
り
も
大
き
い
方

・
平
成
20
年
度
住
民
税
の
課
税
所
得

金
額(

申
告
分
離
課
税
分
を
含
む)

夜
間
納
税
相
談
・
納
付
受
付

　

毎
週
水
曜
日
（
年
末
年
始
・
祝
日

を
除
く
）　

午
後
５
時
30
分
〜
７
時

詳
し
く
は
市
役
所 

収
納
特
別
対
策
室

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
１
１
２
）

休
日
納
税
相
談
・
納
付
受
付

　

毎
週
土
曜
日（
年
末
年
始
を
除
く
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

が
、
所
得
税
と
の
人
的
控
除
の
差
の

合
計
額
よ
り
も
小
さ
い
か
同
じ
の
方 

＊
人
的
控
除
の
差
と
は
、
所
得
税
と
住

民
税
と
の
控
除
額
の
差
を
い
い
ま
す
。

※
平
成
19
年
中
に
亡
く
な
っ
た
方

や
、
平
成
20
年
１
月
１
日
現
在
国
内

に
居
住
し
て
い
な
い
方
は
、
こ
の
減

額
措
置
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、
寄
付
金
控
除
額
な
ど
の

人
的
控
除
以
外
の
控
除
額
が
増
加
し

た
り
、
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
な
ど
に

よ
っ
て
、
平
成
19
年
分
の
所
得
税
が

課
税
さ
れ
な
く
な
っ
た
方
は
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。

【人的控除差の例】所得税 住民税 差　額

配偶者控除

38万円 33万円 ５万円一般扶養控除

基礎控除

特定扶養控除 63万円 45万円 18万円

老人扶養控除 48万円 38万円 10万円

◎
手
続
き
方
法

　

平
成
19
年
１
月
１
日
現
在
お
よ
び

20
年
１
月
１
日
現
在
、
石
岡
市
に
居

住
し
て
い
て
、
こ
の
措
置
に
該
当
す

る
方
に
は
、
６
月
下
旬
か
ら
７
月
上

旬
に
市
か
ら
減
額
申
告
書
を
送
付
し

ま
す
。
届
き
ま
し
た
ら
、
減
額
申
告

書
に
記
入
の
う
え
、
市
役
所 

税
務

課 

市
民
税
担
当
へ
提
出
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

市
役
所 

税
務
課 

市
民
税
担
当

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
１
１
８
）

八
郷
総
合
支
所 

税
務
課

☎
４
３
・
１
１
１
１
（
内
１
１
５
２
）

住
民
税
の
一
部
が
減
額

平
成
19
年
中
の
所
得
が
大
幅
に
減
っ
た
方

市
の
施
設
の
指
定
管
理
者
を
募
集

　

市
の
施
設
（
文
化
施
設
、
社
会
福
祉
施
設
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
ス

ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
）
の
管
理
運
営
を
行
う
団
体
と
し
て
指
定
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
民
間
企
業
な
ど
で
も
市
の
施
設
の
管
理
運
営
が
で
き
ま
す
。

◆
指
定
期
間

　

平
成
21
年
４
月
１
日
〜

           　

26
年
３
月
31
日
（
予
定
）

◆
業
務
内
容　

・
施
設
の
運
営
に
関
す
る
こ
と

・
施
設
の
維
持
管
理
に
関
す
る
こ
と

◆
申
込
方
法　

施
設
の
指
定
管
理
を

募
集
す
る
市
役
所
の
各
担
当
課
が

配
布
す
る
募
集
要
項
ま
た
は
ホ
ー
ム

施
設
名

所
在
地

担
当
課

ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー
石
岡
市
国
府

　

   

３-

１-

16
市
役
所 

市
民
生
活
課

〒
３
１
５-

８
６
４
０

石
岡
市
石
岡
１-

１-

１

☎
２
３
・
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
（
内
１
２
１
）

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

石
岡
市
石
岡

  

２
１
４
９-

３
教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課

〒
３
１
５-

０
１
９
５

石
岡
市
柿
岡
５
６
８
０-

１

☎
４
３
・
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
（
内
１
２
４
４
）

石
岡
海
洋
セ
ン
タ
ー

石
岡
市
染
谷

　
　

  

１
４
１
５
教
育
委
員
会 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

〒
３
１
５-

０
０
３
５

石
岡
市
南
台
３-

34-

１

☎
２
６
・
７
２
１
０

※
柏
原
の
サ
ッ
カ
ー
・
球
技
・

野
球
公
園
は
、
３
施
設
一
体
管

理
に
な
り
ま
す
。

柏
原
サ
ッ
カ
ー
公
園

石
岡
市
柏
原
３

柏
原
球
技
公
園

石
岡
市
柏
原
５

柏
原
野
球
公
園

（
野
球
場
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）
石
岡
市
柏
原
11 ペ

ー
ジ
（http://w

w
w
.ishioka.

lg.jp/

）
を
参
照
の
う
え
、
直
接
ま

た
は
郵
送
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
募
集
要
項
は
、
８
月
29
日
（
金
）

ま
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

◆
申
込
期
間　

７
月
１
日
（
火
）
〜
８
月
29
日
（
金
）

※
受
付
時
間
は
、
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
５
時
30
分
ま
で
と
な
り

ま
す
。

◇
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ま
ち
づ
く
り
に
活
か
そ
う
、
あ
な
た
の
税
！

５　広報いしおか　№６６



　

長
寿
医
療
制
度
被
保
険
者
の
方

が
、
医
療
機
関
に
支
払
う
白
己
負
担

の
割
合
（
１
割
・
３
割
）
は
、
毎
年

の
市
民
税
課
税
所
得
に
応
じ
て
見
直

し
さ
れ
ま
す
。
本
人
ま
た
は
同
じ
世

帯
の
長
寿
医
療
制
度
被
保
険
者
の
方

の
市
民
税
課
税
所
得
が
、
１
４
５
万

円
未
満
の
場
合
は
１
割
負
担
、
１
人

で
も
１
４
５
万
円
以
上
の
方
が
い
る

場
合
は
３
割
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
３
割
負
担
に
な
っ
た
場

合
で
も
、
長
寿
医
療
制
度
被
保
険
者

が
１
人
の
世
帯
の
場
合
は
収
入
額
が

３
８
３
万
円
未
満
、
２
人
以
上
の

世
帯
の
場
合
は
収
入
額
の
合
計
が

５
２
０
万
円
未
満
で
あ
れ
ば
、
申
請

に
よ
り
１
割
負
担
に
な
り
ま
す
。
適

用
に
な
る
の
は
、
申
請
受
付
月
の
翌

月
か
ら
で
す
。

　

保
険
料
の
納
め
方
は
、
受
給
し
て

い
る
年
金
の
額
等
に
よ
っ
て
、
年
金

か
ら
引
き
落
と
さ
れ
る「
特
別
徴
収
」

と
、納
付
書
で
納
め
る
「
普
通
徴
収
」

が
あ
り
ま
す
。

　

７
月
中
旬
に
送
付
予
定
の
「
普
通

徴
収
」
の
納
付
書
（
保
険
料
額
決

定
通
知
書
）
は
、
長
寿

医
療
制
度
の
被
保
険
者

（
75
歳
以
上
・
一
定
の

障
害
が
あ
る
場
合
は
65

歳
以
上
）
の
資
格
が
あ

り
、「
特
別
徴
収
」
対

象
外
の
方
で
、
本
年
４

月
30
日
ま
で
に
資
格
を

取
得
し
た
方
に
送
付
し

ま
す
。

　
「
普
通
徴
収
」
の
納
付
書
は
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
に
送
付

し
ま
す
。

● 

受
給
し
て
い
る
年
金
額
が
年
額

18
万
円
未
満
の
方

● 

介
護
保
険
料
と
長
寿
医
療
保
険

料
の
合
算
額
が
、
年
金
支
給
額
の
２

分
の
１
を
超
え
る
方

（
複
数
の
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

は
、
優
先
順
位
の
高
い
年
金
が
特
別

徴
収
対
象
年
金
に
な
り
ま
す
。
た
と

え
ば
、
厚
生
年
金
と
共
済
年
金
を
受

給
し
て
い
る
場
合
、
厚
生
年
金
が
優

先
順
位
の
高
い
年
金
に
な
り
ま
す
）

● 

年
金
給
付
が
差
止
、
支
払
保
留
、

担
保
設
定
等
に
該
当
す
る
方

● 

年
度
の
途
中
で
転
居
さ
れ
た
方

● 

長
寿
医
療
制
度
の
資
格
を
も
つ

住
所
地
と
介
護
保
険
の
資
格
を
も
つ

住
所
地
が
異
な
る
方

長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）
被
保
険
者
の
方
へ

保険料納付
のお知らせ

８月に
負担割合を
見直し

医療費の
自己負担限度額
と入院時食費・
居住費が軽減

　

長
寿
医
療
制
度
の
被
保
険
者
で
、

世
帯
の
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の
方

は
、
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
の
申
請
を
す
る
と
自
己
負
担

限
度
額
と
入
院
時
食
事
療
養
費
・
生

活
療
養
費
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

※ 

こ
れ
ら
の
制
度
は
、
申
請
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
該
当
す
る
と
思
わ

れ
る
方
に
は
、
７
月
中
旬
に
通
知
を

送
付
す
る
予
定
で
す
。

  

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ

  

水
戸
市
赤
塚
１-

１
ミ
オ
ス
１
階

  

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

事
業
課

  

☎ 

０
２
９
・
３
０
９
・
１
２
１
３

  

市
役
所 

保
険
年
金
課

  

☎ 

２
３・１
１
１
１
（
内 

１
４
５
）

  

八
郷
総
合
支
所 

市
民
窓
口
課

  

☎ 

４
３
・
１
１
１
１　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

  （
内 

１
１
２
２
）

広報いしおか　№６６　６

　

国
で
は
、「
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
」
を
身
近
で

親
し
み
や
す
い
「
通
称
」

と
し
て
「
長
寿
医
療
制

度
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。



の
算
定
の
基
礎
と
な
る
市
民
税
の

総
所
得
金
額
が
確
定
で
き
な
い
た

め
、
そ
の
確
定
を
ま
っ
て
、
保
険

税
の
算
定
お
よ
び
確
定
賦
課
を
行

う
こ
と
で
す
。

● 

特
定
世
帯

　

長
寿
医
療
制
度
の
開
始
に
伴

い
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
世
帯
の
だ
れ
か
が
、
長
寿
医

療
制
度
の
被
保
険
者
と
な
り
、
単

身
と
な
っ
た
世
帯
の
こ
と
で
す
。

● 

旧
扶
養
者

　

65
歳
以
上
で
、
長
寿
医
療
制
度

の
開
始
に
伴
い
、
社
会
保
険
等
に

加
入
し
て
い
た
方
が
、
長
寿
医
療

制
度
の
被
保
険
者
と
な
っ
た
た

め
、そ
の
扶
養
者
が
や
む
を
え
ず
、

国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
方
を

い
い
ま
す
。

● 

特
別
徴
収

　

受
給
し
て
い
る
年
金
か
ら
の
天

引
き
に
よ
る
納
付
方
法
で
す
。

● 

普
通
徴
収

　

納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
に
よ

る
納
付
方
法
で
す
。

● 

所
得
割

　

前
年
の
総
所
得
金
額
か
ら
33
万

円
を
差
し
引
い
た
額
の
６
％
で

す
。
所
得
の
あ
る
被
保
険
者
が
複

数
の
場
合
は
、
所
得
お
よ
び
控
除

（
33
万
円
）
は
合
計
に
な
り
ま
す
。

● 

資
産
割

　

土
地
・
家
屋
に
係
る
固
定
資
産

の
税
額
の
22
％
で
す
。

　

都
市
計
画
税
は
含
み
ま
せ
ん
。

● 

均
等
割

　

被
保
険
者
１
人
ご
と
に
か
か
る

税
額
で
、
医
療
分
は
１
万
８
千
円

で
す
。

● 

平
等
割

　

世
帯
ご
と
に
か
か
る
税
額
で
、

何
人
被
保
険
者
が
い
て
も
医
療
分

は
同
額
の
１
万
８
千
円
で
す
。

● 

暫
定
賦
課

　

市
民
税
の
総
所
得
金
額
ま
た
は

所
得
割
額
が
確
定
し
な
い
た
め
、

前
年
度
の
保
険
税
を
基
準
と
し

て
、
仮
に
賦
課
す
る
こ
と
で
す
。

● 

本
算
定
賦
課

　

保
険
税
の
算
定
は
、
４
月
１
日

現
在
で
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
の
時
期
に
は
所
得
割

国
民
健
康
保
険
税
の
改
正

　

国
民
健
康
保
険
は
、
病
気
や
け
が

に
備
え
て
、
加
入
者
が
保
険
税
を
出

し
あ
う
相
互
扶
助
の
制
度
で
す
。

　

保
険
の
財
源
と
な
る
保
険
税
は
、

そ
の
年
度
の
医
療
費
の
総
額
を
推
計

し
、
国
な
ど
の
補
助
金
な
ど
を
差
し

引
い
た
額
を
保
険
税
と
し
て
各
世
帯

に
割
り
当
て
ま
す
。

● 

限
度
額
お
よ
び
税
率
を
改
正

　

新
た
に
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
分

を
設
け
、
限
度
額
を
12
万
円
と
し
ま

し
た
。
医
療
分
に
つ
い
て
は
、
56
万

円
を
47
万
円
に
改
訂
し
、
介
護
分
は

同
額
の
９
万
円
で
す
。

● 

経
過
制
度
が
新
設

　

長
寿
医
療
制
度
の
創
設
に
よ
り
、

国
民
健
康
保
険
税
が
急
激
に
増
え
る

こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
一
定
期
間
の

経
過
制
度
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

・
所
得
が
低
い
世
帯
の
軽
減

・
特
定
世
帯
の
世
帯
割
で
賦
課
さ
れ

る
分
の
保
険
税
の
軽
減

・
旧
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
方
の
保
険

税
の
減
免

● 

特
別
徴
収
を
開
始

　
「
特
別
徴
収
」（
年
金
か
ら
の
引
き

落
と
し
）
の
対
象
と
な
る
の
は
、
世

帯
主
と
、
加
入
者
の
全
員
が
65
歳
以

平成 20 年度の保険税率・額

医
療
分

所 得 割 6.0％

資 産 割 22.0％

均 等 割 18,000 円

平 等 割 18,000 円

限 度 額 470,000 円

後
期
高
齢
者

支
援
金
等
分

所 得 割 2.0％

資 産 割 8.0％

均 等 割 6,000 円

平 等 割 6,000 円

限 度 額 120,000 円

介
護
分

所 得 割 1.2％

資 産 割 6.0％

均 等 割 10,000 円

平 等 割 5,000 円

限 度 額 90,000 円

上
75
歳
未
満
の
世
帯
で
、
そ
の
世
帯

主
が
受
給
し
て
い
る
年
金
が
、
年
額

18
万
円
以
上
の
場
合
で
す
。

　

た
だ
し
、
介
護
保
険
料
と
国
民
健

康
保
険
税
の
合
計
額
が
年
金
受
給
額

の
２
分
の
１
を
超
え
る
場
合
は
、
従

来
の
納
付
方
法
（
普
通
徴
収
）
と
な

り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所 

保
険
年
金
課

  

☎ 

２
３
・
１
１
１
１
（
内 

１
３
１
）

期 別 納 期 限
第１期

（暫定賦課） 6 月   2 日

第２期
（本算定賦課） 7 月 31 日

第３期 9 月 30 日
第４期 10 月 31 日
第５期 12 月   1 日
第６期 12 月 25 日
第７期 2 月   2 日
第８期 3 月   2 日

納
付
は
口
座
振
替
で
！

　

口
座
振
替
は
、
納
め
る
手
間

が
省
け
、
納
め
忘
れ
が
あ
り
ま

せ
ん
。
保
険
税
の
納
付
は
安
心

で
便
利
な
口
座
振
替
を
お
す
す

め
し
ま
す
。

※ 

特
別
徴
収
の
方
は
、
年
金
支

給
日
が
納
期
限
で
す
。

必
ず
納
期
限
ま
で
に

　
　
　
　

納
め
ま
し
ょ
う
！

・
後
期
高
齢
者
支
援
分
を
創
設
、
限
度
額
お
よ
び
税
率
を
改
正

・
長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）
の
創
設
に
伴
う
、      

　
経
過
制
度
が
新
設

・
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
を
開
始

医
療
分
の
賦
課
割
で
解
説
し
ま
す
。

用
語
の
解
説

平
成
20
年
度

＊　
　

＊　
　

＊

７　広報いしおか　№６６



夏休み

◆ 

申
込
期
間　

　

 

７
月
５
日
（
土
）
～
13
日
（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　

 

※ 

先
着
順
で
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

◆ 

申
込
方
法　

　

 

教
室
を
開
設
す
る
公
民
館
へ
、
本
人
・
家
族
が
直
接
申
し
込
み

　

  

く
だ
さ
い
。

◆ 

注
意
事
項　

　

・
７
日
（
月
）
は
各
公
民
館
と
も
休
館
日
で
す
。

　
・
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ハ
ガ
キ
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

公
民
館

夏
休
み
親
子
教
室

　

今
年
の
夏
休
み
も
「
公
民
館
、
旭
台
会
館
、
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー

ク
」
で
、
い
ろ
い
ろ
な
教
室
や
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

親
子
や
、
友
だ
ち
と
参
加
し
て
楽
し
い
思
い
出
を
つ
く
っ
て

見
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　

公
民
館　

  

親
子
教
室

　
　
　

旭
台
会
館  　

ふ
れ
あ
い
講
座

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク  　

体
験
教
室教

室
名
・
内
容

開
催
日
時

活
動
場
所

対
象
・
定
員

材
料
費
・
教
材
費
な
ど

公
民
館

親
子
絵
て
が
み
教
室

色
鮮
や
か
な
絵
て
が
み
。
印
象

的
な
暑
中
見
舞
い
を
描
い
て
み

ま
せ
ん
か
。

７
月
26
日
（
土
）

午
前
９
時
30
分
～

　
　

11
時
30
分

中
央
公
民
館

小
学
生
と
親

10
組

参
加
費　

無
料

各
自
持
参
品

絵
の
具
セ
ッ
ト
、
ク
レ

ヨ
ン
、
習
字
用
小
筆
等

中
央
公
民
館

☎ 

４
３
・
６
２
６
２

親
子
ア
ウ
ト
ド
ア
教
室

飯
ご
う
炊
飯
で
お
い
し
い
ご
飯

と
カ
レ
ー
づ
く
り
。

ハ
イ
テ
ク
折
り
紙
飛
行
機
で
遊

び
、
帰
り
に
は
カ
ブ
ト
ム
シ
一

匹
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

８
月
３
日
（
日
）

午
前
９
時
30
分
～

　
　

午
後
３
時

つ
く
ば
ね

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

小
学
生
と
親

15
組

参
加
費

大
人　
　

９
０
０
円

小
学
生　

８
０
０
円

各
自
持
参
品

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

親
子
ピ
ザ
づ
く
り
教
室

プ
ロ
の
先
生
と
一
緒
に
ピ
ザ
づ

く
り
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

お
父
さ
ん
の
参
加
、
大
歓
迎

８
月
23
日
（
土
）

午
前
10
時
～　
　

午
後
１
時
30
分

府
中
地
区
公
民
館

小
学
生
と
親

18
組

材
料
費

親
子
１
組 

　
　
　
　

１
５
０
０
円

各
自
持
参
品

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

ふ
き
ん
等

府
中
地
区
公
民
館

☎ 

２
４
・
１
５
３
０

親
子
ミ
ス
テ
リ
ー

　
　
　
　

ツ
ア
ー
教
室

８
月
３
日
（
日
）

午
前
９
時
～　
　

午
後
４
時
30
分

バ
ス
で
移
動

小
学
生
と
親

35
名

参
加
費

大
人　
　

６
０
０
円

小
学
生　

５
０
０
円

（
昼
食
代
、
写
真
代
他
）

各
自
持
参
品

タ
オ
ル
、
着
替
え

東
地
区
公
民
館

☎ 

２
６
・
６
５
０
３

親
子
社
会
科
教
室

Ｓ
Ｌ
の
旅
と
お
も
ち
ゃ
博
物
館

見
学

８
月
９
日
（
土
）

午
前
８
時
～　
　

午
後
４
時
30
分

真
岡
鐵
道
Ｓ
Ｌ
列
車

お
も
ち
ゃ
博
物
館

小
学
生
と
親

30
名

参
加
費
（
昼
食
持
参
）

大
人　
　

１
７
０
０
円

小
学
生   　

 

９
０
０
円

（
Ｓ
Ｌ
乗
車
賃
、
入
館

料
、
写
真
代
等
）

城
南
地
区
公
民
館

☎ 

２
６
・
３
３
４
１

親
子
マ
ジ
ッ
ク
教
室

８
月
23
日
（
土
）

午
前
９
時
30
分
～

　
　

11
時
30
分

国
府
地
区
公
民
館

小
学
生
と
親

20
組

材
料
費

小
学
生　

１
０
０
円

各
自
持
参
品

は
さ
み
、
の
り

国
府
地
区
公
民
館

☎ 

２
２
・
２
９
４
０



講
座
名

講
師

開
催
日
時

対
象
・
定
員

教
材
費

思
い
出
を
残
そ
う

「
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
キ
ン
グ
」
講
座

思
い
出
の
写
真
で
世
界
で
た
っ
た
ひ
と
つ
の
ア
ル

バ
ム
づ
く
り
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

ミ
ニ
ア
ル
バ
ム
づ
く
り

小
島　

哉
子

殿
塚       

麗 

８
月
８
日
（
金
）

８
月
22
日
（
金
）

午
前
10
時
～
正
午

親
子

20
組

１
０
０
０
円

子
ど
も
「
ア
ト
リ
エ
」
講
座

自
由
な
感
性
で
「
描
く
」「
創
る
」
楽
し
み
を
感

じ
な
が
ら
の
び
の
び
絵
を
描
こ
う
！

夏
休
み
宿
題
作
品
づ
く
り

成
島　

英
生

７
月
31
日
（
木
）

８
月
７
日
（
木
）

８
月
21
日
（
木
）

午
前
10
時
～
正
午

小
学
生

10
人

無
料

楽
し
く
学
べ
る

「
キ
ッ
ズ
英
会
話
」
講
座

「
聞
く
」「
話
す
」
を
中
心
に
ゲ
ー
ム
な
ど
も
取
り

入
れ
た
楽
し
い
英
会
話
の
世
界
に
ご
案
内

澤
田
布
美
子

８
月
２
日
（
土
）

８
月
９
日
（
土
）

８
月
23
日
（
土
）

午
前
10
時
～
正
午

年
長
～

小
学
生
三
年
生

10
人

無
料

◆ 

申
込
期
間　

 

　

 

７
月
６
日(

日)
～
20
日(

日) 

午
前
９
時
～
午
後
５
時

◆ 

申
込
方
法　

　

 

直
接
申
し
込
む
か
、
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
電
子
メ
ー
ル
で

◆ 

注
意
事
項　

　

・
７
日
（
月
）
は
休
館
日
で
す
。

　

・
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

　

・
申
し
込
み
少
数
の
場
合
は
、
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

 

石
岡
市
旭
台
会
館　

☎ 

２
６
・
１
３
６
６　

ＦＡＸ 
２
６
・
１
７
８
０　

　
　

 　
　
　
　
　
　

   

電
子
メ
ー
ル asahidai@

sm
ile.ocn.ne.jp

◆ 

申
込
方
法　

　

電
話
か
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
予
約
受
付
中
で
す
。

    

予
約
す
る
と
入
園
料
が　

団
体
割
引
に
な
り
ま
す
。

　

※ 

先
着
順
で
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

◆ 

開
園
時
間 （
※
月
曜
休
園
）　

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
券
売
は
、
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

◆ 

入
園
料　
　

　

個
人　

大
人　

７
４
０
円　

小
人　

３
７
０
円

　

団
体　

大
人　

６
０
０
円　

小
人　

３
０
０
円

◆ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

 

茨
城
県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク　

☎ 

４
２
・
４
１
１
１　

　

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ http://flow

erpark.or.jp/
　
　

 

８
月
15
日
（
金
）　

ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

茨
城
県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

夏
休
み
体
験
教
室

講
座
名

講
師

開
催
日
時

対
象
・
定
員

持
ち
物

そ
の
他

親
子
昆
虫
観
察
教
室

園
内
の
森
を
昆
虫
博
士
と
歩
い
て
い
ろ
い
ろ
な
虫

を
捕
ま
え
て
調
べ
て
み
よ
う
！

茨
城
県
環
境

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

廣
瀬　

誠 

７
月
27
日
（
日
）

午
前
９
時
～　
　

　
　
　
　

11
時
30
分

親
子

15
組

虫
か
ご
、
網
、

ビ
ニ
ー
ル
袋
、

筆
記
用
具
、
あ

れ
ば
昆
虫
の
本

服
装
：
長
袖
、

長
ズ
ボ
ン
、
靴

親
子
ま
ゆ
ク
ラ
フ
ト
教
室

ま
ゆ
玉
を
使
っ
て
と
っ
て
も
か
わ
い
い
小
物
を
作

り
ま
す
。

か
す
み
が
う
ら

ま
ゆ
ク
ラ
フ
ト

研
究
会

８
月
３
日
（
日
）

①
午
前
10
時
30
分
～

②
午
後
１
時
～　
　

各
回

親
子

15
組

な
し

－

親
子
昆
虫
標
本
作
り
教
室

蝶
博
士
と
一
緒
に
、
園
内
の
森
で
昆
虫
を
捕
ま
え

て
自
分
で
標
本
を
作
り
ま
す
。

蝶
博
士

平
林　

英
男

８
月
10
日
（
日
）

①
午
前
10
時
～　
　

②
午
後
１
時
30
分
～

各
回

親
子

15
組

虫
か
ご
、
網

服
装
：
長
袖
、

長
ズ
ボ
ン
、
靴

材
料
費
：

３
０
０
円
（
標

本
台
、ピ
ン
等
）

親
子
が
ま
の
油
売
り
口
上
教
室

が
ま
の
油
売
り
口
上
を
楽
し
く
学
び
ま
す
。

本
場
の
「
サ
ァ
ー
サ
ァ
ー
お
立
ち
会
い
」
を
や
り

ま
し
ょ
う

筑
波
山
が
ま
の

口
上
名
人
会

８
月
17
日
（
日
）

①
午
前
11
時
～　
　

②
午
後
１
時
30
分
～

各
回

親
子

15
組

な
し

－

体
験
教
室
は
無
料
で
す
が
、
入
園
料
が
必
要
で
す
。

旭
台
会
館

夏
休
み
ふ
れ
あ
い
講
座

９　広報いしおか　№６６



まちの
話題
できごと

まちの
話題
できごと

坂
本
修
一
選
手
の
健
闘
を

祈
り
壮
行
会
を
開
催
！

▲ 壮行会で北京オリンピックでの抱負を語る坂本修一選手

　

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
男
子
ダ
ブ
ル
ス
に
日
本
代
表
と

年
行
わ
れ
た
全
英
オ
ー

プ
ン
で
も
３
位
に
な
る

な
ど
快
進
撃
を
続
け
て

い
ま
す
。

　

壮
行
会
で
横
田
市
長

は
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出

場
は
、
本
市
の
誇
り
。

私
た
ち
に
夢
と
希
望
を

与
え
て
く
れ
た
こ
と
に

感
謝
し
ま
す
。
体
調
を

万
全
に
し
て
、
持
て
る

力
を
発
揮
し
て
欲
し

い
」と
激
励
し
ま
し
た
。

　

坂
本
選
手
は
「
周
囲

の
皆
さ
ん
の
支
え
が

あ
っ
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

出
場
が
果
た
せ
ま
し
た
。
一
戦
一
戦

悔
い
が
残
ら
な
い
よ
う
戦
い
た
い
」

と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　

坂
本
選
手
の
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。　

　

５
月
18
日
、
中
央
公
民
館
前
広
場

で
第
15
回
石
岡
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
の
大
会
参
加
者
は
、
お
よ
そ

２
０
０
人
。
晴
天
の
も
と
、
コ
ー

ス
図
を
片
手
に
「
や
さ
と
あ
き
な
い

▲問いに答えるため、善慶寺前の地蔵の数をチェック！

▲ 藤の木を手入れする巨樹の会のメンバー

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場

し
て
出
場
す
る
、
市
内
三
村
出
身

の
坂
本
修
一
選
手
の
壮
行
会
が
、

５
月
31
日
に
石
岡
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
横
田
市
長

を
は
じ
め
、
市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
関

係
者
な
ど
お
よ
そ
１
３
０
人
が
、

坂
本
選
手
を
応
援
し
よ
う
と
集
ま

り
ま
し
た
。

　

坂
本
選
手
は
、
市
内
の
三
村
小

か
ら
国
府
中
、常
総
学
院
を
経
て
、

筑
波
大
を
卒
業
。
現
在
は
日
本
ユ

ニ
シ
ス
実
業
団
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

に
所
属
し
て
い
ま
す
。
ペ
ア
を
組

む
池
田
信
太
郎
選
手
と
と
も
に
、

昨
年
の
世
界
選
手
権
で
日
本
男
子

史
上
初
の
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
。
今

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
で

　
　
　

街
を
再
発
見
！

コ
ー
ス
」と「
や
さ
と
オ
ー
ロ
ラ
コ
ー

ス
」
の
２
コ
ー
ス
に
わ
か
れ
、
チ
ー

ム
ご
と
に
問
題
を
解
き
な
が
ら
ゴ
ー

ル
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
輪
投
げ
や
ゲ
ー
ム
を
し

た
り
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
見
物
し

た
り
し
ま
し
た
。

　

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
に
参
加
し
た
小

学
生
は
「
街
の
中
を
歩
き
な
が
ら
、

問
題
を
解
い
て
い
く
の
が
面
白

か
っ
た
。
ゲ
ー
ム
も
楽
し
か
っ

た
の
で
、
来
年
も
ぜ
ひ
参
加
し

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ

「
石
岡
市
」
の
魅
力
を
再
発
見

す
る
と
と
も
に
、
家
族
や
友
人

た
ち
と
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し

て
い
ま
し
た
。　

巨
樹
の
会
が
旧
朝
日

小
の
藤
を
手
入
れ

　

保
存
樹
の
発
掘
や
調
査
な
ど

を
行
っ
て
い
る
巨
樹
の
会
（
小

林
文
男
会
長
）の
メ
ン
バ
ー
が
、

５
月
16
日
、
旧
朝
日
小
の
藤
の

木
の
手
入
れ
を
し
ま
し
た
。

　

こ
の
藤
は
、
昭
和
23
年
に
小
桜
第

二
小
学
校
と
し
て
校
舎
を
新
築
し
た

際
に
、
中
山
集
落
の
皆
さ
ん
が
記

念
樹
と
し
て
校
庭
に
植
え
た
も
の
で

す
。
そ
れ
か
ら
毎
年
、
中
山
集
落
や

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
、
閉
校
後
、
藤
の
木
の
樹

勢
が
衰
え
始
め
た
の
で
、
巨
樹
の
会

が
保
護
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
腐
食
部
分
を
取
り
除
く
こ

と
か
ら
始
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
樹

勢
回
復
の
た
め
に
、
栄
養
を
与
え
た

り
、
花
の
後
に
で
き
る
マ
メ
状
の
実

を
摘
果
し
た
り
、
木
の
剪
定
や
草
刈

り
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

小
林
会
長
は
、「
長
年
、
き
れ
い

な
花
を
咲
か
せ
て
児
童
や
地
域
の

人
々
を
喜
ば
せ
て
い
た
藤
の
木
。
昨

年
は
花
が
咲
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

今
年
は
見
事
な
花
を
咲
か
せ
て
く
れ

ま
し
た
。
今
後
も
こ
の
活
動
を
続
け

て
、
藤
の
木
を
守
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

広報いしおか　№６６　１０



酒
米
の
田
植
祭
に
１
２
０
人
が
参
加

　

５
月
18
日
、
市
内
太
田
地
区
で
、

地
元
酒
米
生
産
組
合
員
と
関
東
一
円

よ
り
集
ま
っ
た
日
本
酒
愛
好
家
、
あ

わ
せ
て
１
２
０
人
が
参
加
し
て
、
酒

米
の
田
植
祭
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

参
加
者
た
ち
は
、
県
南
総
合
事
務

所
の
職
員
の
指
導
の
も
と
、
秋
の
豊

作
を
願
い
つ
つ
、
和
気
あ
い
あ
い
と

都
内
の
中
学
生
１
８
７

人
が
林
業
を
体
験

　

東
京
都
江
戸
川
区
立
二
之
江
中
学

校
（
山
本
勉
校
長
）
の
一
年
生
１
８
７

人
が
、
５
月
21
日
に
市
内
小
屋
の
山
林

で
林
業
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

入
村
式
で
、
つ
く
ば
ね
森
林
組
合

の
木
﨑
組
合
長
は
「
雄
大
な
自
然
の

な
か
で
、
楽
し
く
元
気
に
林
業
体
験

を
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

　

式
が
終
わ
る
と
、
生
徒
た
ち
は
長

靴
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
姿
で
山
に
入
り
、

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
指
導
で
、
枝

打
ち
や
間
伐
作
業
を
開
始
。
間
伐
作

業
を
し
た
生
徒
た
ち
は
、
ノ
コ
ギ
リ

の
扱
い
に
手
こ
ず
り
な
が
ら
木
を
切

り
倒
し
ま
し
た
。
枝
が
邪
魔
を
す
る

こ
と
も
あ
っ
て
、
１
本
倒
す
の
に
15

分
程
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

枝
打
ち
作
業
で
は
ゴ
ー
グ
ル
を
付

け
、
高
所
枝
切
り
ノ
コ
ギ
リ
を
使
っ

て
、
３
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
高
さ
の
枝

を
慣
れ
な
い
手
つ
き
で
切
っ
て
い
ま

し
た
。

　

し
ば
ら
く
し
て
作
業
に
慣
れ
て
く

る
と
、
生
徒
た
ち
の
間
か
ら
笑
い
声

も
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
生
徒
は
、「
思
っ
て
い

▲インストラクターに教わる生徒たち

た
よ
り
も
、
枝
を
切
る
の

に
力
が
必
要
で
し
た
。
最

初
は
、
力
の
入
れ
方
が
分

か
ら
ず
大
変
だ
っ
た
け

ど
、
慣
れ
て
き
た
ら
と
て

も
楽
し
か
っ
た
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

▲参加者が並んで酒米の田植えをしました

田
植
え
を
行
い
ま
し
た
。

　

田
植
え
終
了
後
、
太
田
田
園
都
市

セ
ン
タ
ー
で
、
日
本
酒
を
片
手
に
酒

米
生
産
組
合
が
準
備
し
た
山
菜
料
理

を
頬
張
り
な
が
ら
、交
流
会
を
行
い
、

秋
の
収
穫
で
の
再
会
を
約
束
し
ま
し

た
。

暴
力
団
等
排
除
に
関
す

る
協
定
を
締
結

　

石
岡
市
で
は
、
公
共
工
事
へ
暴
力

団
な
ど
が
介
入
す
る
こ
と
を
排
除
す

る
た
め
に
「
石
岡
市
建
設
工
事
暴
力

団
等
排
除
対
策
措
置
要
綱
」
を
制
定

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
排
除
措
置
の
強
化
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
要
綱
の
一
部

を
改
正
し
ま
し
た
。改
正
の
概
要
は
、

次
の
二
つ
で
す
。

・
市
が
発
注
す
る
工
事
の
参
加
資
格

停
止
内
容
の
拡
大

・
警
察
へ
の
通
報
や
捜
査
協
力
を
義

務
づ
け
る
対
策
の
実
施

　

要
綱
に
定
め
ら
れ
た
措
置
の
具
体

化
の
た
め
、
５
月
14
日
石
岡
警
察
署

に
お
い
て
、
石
岡
市
長
と
石
岡
警
察

署
長
と
の
間
で
「
石
岡
市
建
設
工
事

等
か
ら
の
暴
力
団
等
の
排
除
に
関
す

る
協
定
」
を
締
結
す
る
調
印
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。　

▲協定書を取り交わす市長と萩谷署長（右）

１
２
６
人
の
区

長
が
出
席

　

５
月
20
日
に
ふ
れ
あ
い

の
里
石
岡
ひ
ま
わ
り
の
館

で
、
平
成
20
年
度
の
石
岡

市
区
長
自
治
連
合
会
総
会

が
開
催
さ
れ
、
１
２
６
人

の
区
長
が
出
席
し
ま
し
た
。総
会
で
は
、

昨
年
に
引
き
続
き
区
長
と
市
行
政
が
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
直
接
意
見
を
交
換

す
る
行
政
懇
談
会
の
開
催
な
ど
、
事
業

計
画
等
が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

よ
り
よ
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

充
実
に
向
け
、
地
域
の
代
表
者
で
あ

る
区
長
の
、
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

▲総会に出席する各地区の区長

区
長
自
治
連
合
会
総
会

１１　広報いしおか　№６６



まちの話題・できごと

統
計
功
労
者
を
表
彰

　

５
月
13
日
、
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡

ひ
ま
わ
り
の
館
で
、
平
成
20
年
度
の

石
岡
市
統
計
協
議
会
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、

会
長
に
岡
崎
和
雄
さ
ん
、
副
会
長
に

池
田
貞
夫
さ
ん
と
大
槻
肇
さ
ん
が
再

任
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
統
計
功
労
者
表
彰
式
も
行

わ
れ
、
次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。（
敬
称
略
・
順
不
同
）

【
石
岡
市
長
表
彰
】　

　

萩
原
利
榮
・
土
佐
久
一
・
奥
村
馨

　

関
重
太
郎
・
吉
田
保
・
秋
山
亨
弘

　

成
田
晴
良

【
石
岡
市
統
計
協
議
会
長
表
彰
】

・
50
年　

川
島
淳

▲統計功労者表彰の受賞者

市
ボ
連
協
が
母
の
日

ふ
れ
あ
い
交
流
会

▲ 披露される舞踊を熱心に見ている入居者たち

　

５
月
10
日
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
「
や
さ
と
」
で
、
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
連
絡
協
議
会
に
加
入
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
花
む
す
び
の

会
、
あ
ん
ず
の
会
、
さ
く
ら
ん
ぼ
グ

ル
ー
プ
、フ
ラ
ガ
ー
ル
ズ
の
有
志
が
、

「
母
の
日
ふ
れ
あ
い
交
流
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
歌
や
舞
踊
、
フ
ラ
ダ

ン
ス
、
リ
ズ
ム
体
操
な
ど
を
披
露
し

た
り
、
一
緒
に
カ
ラ
オ
ケ
で
歌
っ
た

り
し
て
、
入
居
者
や
そ
の
家
族
と
交

流
し
ま
し
た
。

　

入
居
者
た
ち
は
、
舞
台
で
披
露
さ

れ
る
歌
や
、
踊
り
に
盛
大
な
拍
手
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。

・
40
年　

本
圖
利
男

・
30
年　

小
松
崎
裕
・
山
口
由
夫

・
20
年　

鈴
木
忠
・
藤
枝
信
夫

　
　
　

   

江
橋
正
次
・
九
頭
利
夫

　

５
月
14
日
か
ら
18
日
ま
で
中
央
公

民
館
で
八
郷
美
術
展
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

会
場
に
は
、
絵
画
や
書
、
写
真
、

彫
刻
・
工
芸
美
術
な
ど
美
術
を
愛
好

す
る
１
１
９
人
の
作
品
、
１
８
６
点

市
八
郷
美
術
展
に

　

１
８
６
作
品
が
展
示

が
並
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

会
場
を
訪
れ
た
方
々
は
、
展
示
さ

れ
た
作
品
を
、
一
点
一
点
熱
心
に
鑑

賞
し
て
い
ま
し
た
。

▲洋画の部を鑑賞する市民

市
民
と
の
協
働
ま
ち
づ
く
り
条
例

制
定
委
員
会
の
委
員
を
募
集

○
職
務
「
市
民
と
の
協
働
ま
ち
づ
く

り
条
例
」
の
制
定
に
向
け
て
必
要
な

事
項
を
検
討
し
ま
す
。

○
任
期　

委
嘱
し
た
日
か
ら
平
成
22

年
３
月
ま
で

○
報
酬　

日
額
５
０
０
０
円

○
募
集
人
数　

２
名
程
度

※
委
員
は
、
学
識
経
験
者
や
各
種
団

体
の
代
表
な
ど
15
名
以
内
で
構
成

○
応
募
資
格　

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

・
市
内
に
在
住
す
る
20
歳
以
上
の
方

（
平
成
20
年
４
月
１
日
現
在
）

・
平
日
に
開
催
す
る
委
員
会
（
年
５

～
７
回
）
に
出
席
で
き
る
方

・
国
や
地
方
公
共
団
体
の
議
員
や
常

勤
の
公
務
員
で
な
い
方

○
応
募
方
法　

次
の
書
類
を
、
市
役

所 

市
民
生
活
課
ま
で
直
接
持
参
す

る
か
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子

メ
ー
ル
で
応
募
く
だ
さ
い
。

○
提
出
書
類（
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
）

・
レ
ポ
ー
ト
（
４
０
０
字
以
内
）

テ
ー
マ
「
市
民
と
の
協
働
ま
ち
づ
く

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
幅
広
く
意
見
を
い
た
だ
き
、
市
民

と
行
政
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
充
実
を
図
る
た
め
、「
市
民
と
の
協

働
ま
ち
づ
く
り
条
例
制
定
委
員
会
」
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

り
に
つ
い
て
」

・
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
、

電
話
番
号
、
職
業
、
勤
務
先
、
そ
の

他
参
考
に
な
る
事
項
を
明
記
し
レ

ポ
ー
ト
に
添
付
（
レ
ポ
ー
ト
本
体
に

は
記
入
不
可
）

※
提
出
さ
れ
た
書
類
は
適
切
に
管
理

し
、
個
人
情
報
の
目
的
外
利
用
や
第

三
者
へ
の
提
供
は
一
切
し
ま
せ
ん
。

○
応
募
期
間　

７
月
１
日
（
火
）
～
22
日
（
火
）

（
※
当
日
消
印
有
効
）

○
選
考
方
法　

提
出
さ
れ
た
書
類
の

ほ
か
、
委
員
全
体
の
地
域
構
成
や
男

女
比
等
を
勘
案
し
決
定
し
ま
す
。
結

果
は
本
人
あ
て
に
通
知
し
ま
す
。

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ

市
役
所 

市
民
生
活
課

〒
３
１
５
‐
８
６
４
０　

石
岡
市
石
岡
一
丁
目
１
番
地
１

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
１
２
１
）

ＦＡＸ
２
３
・
２
２
２
５

電
子
メ
ー
ル　

seikatsu
@

city.
ish

ioka.lg.jp
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６
月
１
日
号
で
、
11
月
１
・
２
日

に
石
岡
市
民
会
館
で
開
催
す
る
筑

波
嶺
と
万
葉
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

『
都
々
逸 

言
の
葉
ま
つ
り
』
の
案
内

を
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
11
月
８

日
に
石
岡
市
石
岡
運
動
公
園
で
開

催
す
る
民
俗
芸
能
の
祭
典
「
獅
子

舞
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
詳
細
を

案
内
し
ま
す
。

■
国
民
文
化
祭
の

　

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
は　

　

教
育
委
員
会 

文
化
振
興
課　

　

☎
４
３
・
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
（
内
１
２
３
２
）

▲国民文化祭・とくしま 2007 での「獅子舞」

◎
会
場　

石
岡
市
石
岡
運
動
公
園

◎
日
時　

11
月
８
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～

獅
子
舞
は
、
そ
の
地
域
の
信
仰

や
芸
能
と
深
い
関
わ
り
を
持
ち
、
長

い
歴
史
の
中
で
培
い
育
ま
れ
て
き
た

民
俗
芸
能
で
す
。

民
俗
芸
能
の
祭
典
「
獅
子
舞
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
で
は
、
当
市
に
古

く
か
ら
伝
わ
る
獅
子
舞
だ
け
で
な

く
、
県
外
各
地
か
ら
地
域
性
豊
か
な

獅
子
舞
を
迎
え
、
地
方
の
風
土
に
伝

承
さ
れ
た
特
色
あ
る
獅
子
舞
の
共
演

が
見
ど
こ
ろ
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
特
別
出
演
と
し
て
、
韓

国
の
優
れ
た
芸
術
家
の
養
成
を
目
指

す
国
立
大
学
「
韓
国
芸
術
総
合
学
校

伝
統
芸
術
院
」
を
招
き
、
韓
国
に
伝

わ
る
華
麗
な
民
俗
舞
踊
も
披
露
さ
れ

ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
県
主
催
に
よ
る
「
茨

民
俗
芸
能
の
祭
典

「
獅
子
舞
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

◎
出
演
団
体

【
県
外
】

・
法ほ
う
り
ょ
う
霊
神
楽
（
青
森
県
）

・ 

天て
ん
か
い
ち
か
ん
ぱ
く
か
み
し
し
ま
い

下
一
関
白
神
獅
子
舞（
栃
木
県
）

・ 

南み
な
み
い
い
だ
か
ん
だ
ば
や
し

飯
田
神
田
囃
子
保
存
会
（
栃
木
県
）

・ 

本も
と
や
は
ぎ
い
せ
か
ぐ
ら

矢
作
伊
勢
神
楽
保
存
会
（
千
葉
県
）

・
高た
か
べ
し
し
ま
い

部
獅
子
舞
保
存
会
（
愛
媛
県
）

【
市
内
】

・
土
橋
獅
子
舞
保
存
会

・
富
田
町
さ
さ
ら
囃
子
保
存
会

・
石
岡
囃
子
連
合
保
存
会

・
館た
て
じ
し

獅
子
保
存
会

・
荒あ
ら
じ
ゅ
く
宿
さ
さ
ら
保
存
会

・
排は
い
か禍

ば
や
し
保
存
会

【
特
別
出
演
】

・
韓
国
芸
術
総
合
学
校
伝
統
芸
術
院

※
駐
車
場
・
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
な

ど
の
詳
細
は
、
後
日
改
め
て
紹
介
し

ま
す
。

【
天
下
一
関
白
神
獅
子
舞
】

　

栃
木
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
。

　

天
下
一
関
白
神
獅
子
舞
は
、
栃
木

県
下
に
広
く
分
布
す
る
関
白
流
獅
子

舞
の
始
祖
と
さ
れ
、
約
千
百
年
の
歴

史
を
持
つ
伝
統
あ
る
獅
子
舞
で
す
。

毎
年
８
月
の
第
一
土
曜
日
に
地
元
保

存
会
に
よ
り
奉
納
さ
れ
ま
す
。

　

雄
獅
子
２
匹
、
雌
獅
子
１
匹
で
演

じ
ら
れ
る
獅
子
舞
に
は
７
つ
の
演
目

が
あ
り
、
こ
の
う
ち
の
「
神み
こ
ま
い

子
舞
」

は
鬼
退
治
の
舞
と
も
い
わ
れ
、
他
の

系
統
の
獅
子
舞
に
は
見
ら
れ
な
い
、

関
白
神
獅
子
舞
の
み
が
演
じ
る
独
特

な
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

︿
出
演
団
体
の
紹
介
﹀

【
法
霊
神
楽
】

　

青
森
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
。

　

法
霊
神
楽
は
、　 

神
社
に
伝
わ
る

山
伏
系
統
の
神
楽
で
、
毎
年
６
月

に
行
わ
れ
る
例
大
祭
や
小
正
月
の

春は
る
き
と
う

祈
祷
な
ど
で
奉
納
さ
れ
ま
す
。

　

演
目
に
は
一
般
的
な
権ご
ん
げ
ん
ま
い

現
舞
・
山

の
神
な
ど
の
ほ
か
、
曲
技
的
な
杵き
ね
ま
い舞

や
剣
舞
な
ど
多
く
の
演
目
が
あ
り
ま

す
が
、
と
り
わ
け
八
戸
三
社
大
祭
の

神み
こ
し
と
ぎ
ょ

輿
渡
御
行
列
で
行
わ
れ
る
、
た
く

さ
ん
の
獅
子
頭
に
よ
る
「
一い
っ
せ
い
は
う
ち

斉
歯
打
」

は
圧
巻
で
あ
り
、
ほ
か
に
例
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

法
霊
神
楽

▲

　

次
号
も
引
き
続
き
、
出
演
団
体
の

紹
介
を
し
ま
す
。

▲天下一関白神獅子舞

城
県
郷
土
民
俗
芸
能
の
集
い
」
も
共

同
開
催
さ
れ
、
本
県
の
代
表
的
な
民

俗
芸
能
も
あ
わ
せ
て
堪
能
で
き
る
盛

り
だ
く
さ
ん
の
祭
典
と
な
り
ま
す
。

１３　広報いしおか　№６６
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